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　高校期綜思春期から成熟期への移行期で，とりわけ
女子生徒においては将来母性期を迎える者として，こ
の時期の成長に見合う栄養摂取は極めて重要である。
隼た，食潔境の拡大に伴い，食生活の自己管理がで
きるような方向での指導が必要とされる時期である。
近年，若年層の食生活に関する調査研究において，
食行動の偏りとその健康への髭響を危惧する指摘
が多く，この世代への栄養指導の必要性が強調されて
いる1，－6）。
　著者らが委嘱されて住民の食生活実態調査に基づく
改善指導に携わうた，新潟県内の一農漁村においても，
高校期女子生徒の栄養摂取状況は低位であり，栄養指
導を必要とした。対象女子生徒の中学期のそれは良好
であっためで，各自にとって望ましい食生活を具体的
に考えさせるための動機づけとして，自己の中学，高
校両期の栄養調査データで実態を十分に認識させるこ
乏は有意義であろうと考え，栄養調査結果の個人への
懇切な還付による栄養指導の有用性を検討する目的で
本研究を行った。　　　　　’　・一　、　一
　　　　　　　　　方　　　法’
i．対象女子生徒とそのプロフィール　t
　対象は薪潟県佐渡郡赤泊村i県立羽茂高校赤泊分校
の女子生徒全員で，1年生18名，2年生6名，3年生
工2名の計36名である。　　　　　　　’　　　　LI
　対象の居住する赤泊村は本土に面した佐渡の南東に
ありr，気候は温暖である。面積は5L59扁ジ人口約
3，800，一世帯数約970で，山間部の山村と海岸部の半
農半漁の漁村かちなり，’農業は自給程度で，竹細工，
沿岸漁業，おけさ柿，民宿を中心とする観光に力が注が
れ，住みよい村つく，りをめざして農林道の整備が進展
している。保育所2，小学校2，中学校1，高校の分
校1・，各部落に集会所がある。診療所があり，医師は
週4回隣町から出張しており，保健事業に協力的であ
る。村の健康管理施策も地道に進あられており，住民
の健康づくりへの関心が高められっっある。
一対象女子生徒のプロフィールを総括したのが表1で
ある。r保護者の職業は農業　63．9　％，漁業ユ6．7％，多世
代家族が8Q，6％で，対象の体位は昭和60年における体
雌謹軸尋ほ購しく，一鯨状態についてはユー
2の不安因子（例：風邪をひきやすい，便秘しやすい
等）をもっ者が50．0％であった。好き嫌いについてに
普通の状況であり，喰事作りは母親が主であるが，本
人が家事手伝いとして作る者が27．8粥みられ，食事は
栄養のバランろを考えて作られる場合が多く，家族揃
っての夕食が毎日の者が約78％，朝食の摂り方は2年
生が不規則であり，昼食の弁当持参者は約78％であっ
た。　　　　－
2．対象女子生徒の栄養調査　　　　　　一一
　対象女子生徒の中学2年次國（昭和54N56年）と高校
期（昭和58年）における5月下旬～6月上旬の，各連
続3日間の食物摂取量を個人別秤量法により調査した。
栄養素等摂取量は三訂補β本食品成分表を甲いて箏串
し，ビタミンは調理icよる損耗を考慮した。得られた
成績のうち栄養素等摂取量あ比較基準には，対象女子
徒の年齢，体重（肥満者は目標体重）から算定した
栄養所要量？）を用い，食品群別摂取量の比較基準には
高居らP）の食糧構成を適用した。動物性タンパク質所
要量は動物性タンパク質比の推奨値から求められる量
を用い，同様に脂質所要量は脂肪エネルギー比の推奨
値を27％として算出した。比較基準に対比してそれぞ
れ摂取割合を求めた。
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表1．対象女子生徒のプロ7イ〒ル1
高校ユ年生 高校2年生 高校3年生 計
対　　　象　　　者　　　数　　　（人） 18 6 】2』 36
農　　　　　　　業（％） 6ユ．1 83．3 58．3 63．9
保護者の職業 漁　　　　　　　業（％） 16．7 0 25．0 16．7
そ　　　の　　　他（劣） 222 ユ6．7 16．7 19．4
多　世代家族の比率』　　て％） ’83、3一 83．3 1・75．0 80．6
身　　　　　　　長（㎝） 154，4：ヒ5．r1562士閣6．4156．7｝±5．2 ユ55．6±5，3
体　　　　　位 体　　　　　1、重（角9） 50．0±4，853．6±8．6153．9』：ヒ5．6 5L9±5．8
虫　　　歯　　　な　　　し　　（％） 1ユ．ユ q． 0 5．5
不安因子　　　　0個（弼） 333 16．7 25．O 27．8
〃　　　1～2個（％） 445 66．6 5〔LO 50．o
健　康　状　態
@　　　　一
3～4個（％） 1ユ．1 16．7 16．7 13．9
5個（％） 1ユユ o 8．3 8．3
ほ　と　ん　どな　い（％） 31．6 116．7 58．3 38．9
好　き　嫌　い 少　　し　　あ　．る（％） 52β 50．0 33．3
??、??
た　く　さ　んあ　る（％） 1　15B 33．3 〒8．3． ユ6．7
母　　　　　　親（％） 66．7 ユ6．7 58．3 55．6　　　　LH事を作る人 自、　　　　　分（％） 　　　一rQ7．8 1　66．7 8．3　、 27B
そ　　　の　　　他（％） 5．5 16．7 33．4 16．6
子　どもの一，嗜、好（％） o 0 0一 、o
経済的な　こ　と（％） 5．5 16．7 25．0 13．9
栄養のバランス（％） 72．2 16．7 41．7 52．8
母親が食事作りで
Cをっかうこと
@　　　一F
手間のかからないこと（％） o 16．7 16．7 巳3
そ　　　の　　　他（％） 　　16．71　　　∫　　■ 5〔LO 16．7 25．0
毎　，　　　　日（％）　　　　　　b 77．8 　　Lﾀa3 75．σ 77．8
週　に　4　～　5　回（％） 5．6 16．7　　1 16！ア’ 11．1家族そろっての夕
Hの回数
週　に　3　回。．位（％） 0 一　　〇　　　1 8，31’ a8、
週に　1　～　2回（％） 1a7 　　’
? o 8．3
ほ　と　ん　どな　し（％） 0　　｛
???
0 0
規　　　　則　　　』的（％）　　一　　　　　　「 100．0 ’o 1年6，7 72．2、
朝食の摂り方 不、　　　　　規　　一　　一　貝【」（％） 0 10αO 33β ’27．8
弁当をもってくる（％） 722 100．o 66．7 77．8’昼食の内容 パンと飲み物である（％） ’　27．8 o 33．3 22．3
間食の回数 1　日　1　回　位（殆） 66．7 66．7 66．7 q6，7
家事の手伝いをする　　　（粥） 100．O 10D．O 7ら．O ⇔1．7
3．対象女子生徒に対する栄養指導
　栄養指導は高校の家庭科教育と連携して実施するこ
ととし，栄養調査結果の還付を通しての指導を2回実
施した。1回目は調査終了の50日後に家庭科担任を通
して，個人宛に評価とコメントを付した調査結果を還
付した。
　2回目は調査終了4か月後の昭和58年10月3日に，
高校の協力により午後の約60分を栄養指導に充当する
よう配慮されi集団指導により次の要領で実施した。
　｛i｝各自の中学期と高校期の栄養調査成績ならびに
　　学年のそれの平均値を並列してグラフ化し，，コメ
　　ントを記入した個人指導票の配布とその解説（10
　　分）
　（2｝貧血予防を主題とした栄養指導講話（要点記載
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　　のプリソト3枚配布）il（20牙）
㈲、1弁当のおかずについて実演（10分）
（4）自らの今後の具体的な食生活改善策の7ンケー
　　Lト用紙への記載（約15分）
　〔5｝質疑応答（約5分）
4．実施した栄養指導の効果判定
　栄畢拳導宰施後50日目に，、足立｝こiよる9｝「食事の鯉
全さの点検」の適用と，－1日の食事の献享内容の評価
成績（3食別料理数，1群当たり工点とする六っの基
礎食品の充足得点）により，対照群との比較において
勅果判嘩行・斑鱗対騨鱗探の剛rあ硝
校の女子生徒79名である。
　　　　　　　　結果および考察
1．対象？4子生徒め食品群別・栄養素等摂取状河
　対象女子生徒の食品群別・i栄獲素等摂取量の比較墓
準｝ど対する摂取割合を，中学期Φそれと対比しで示し
たのが図1，表2，3である’。食品群別摂取状況では，．
高校期において菓子類と卵類の2食品群が中学期を凌
いでいるのみで，他の13食品群はいずれも中学期より
低値であり，とくに，果実類，緑黄色野菜，油脂類ρ
摂取割合が33・一　53％ときわめて低V）水孕にあった。言
fil－一’高蜘で牒撫とその他の野菜を除卿ρ1瞬
品群1・籾譲麻賭が軸多膿II錘示レ，瞭
灘階諜隻驚難欝野暫
　栄養素等摂取状況では，’中学期においてはいずれの
栄養素も平均値としては所要量牽至足』ひ｝たが，高
校期にやいては酉要量を充足していうのは勲物性タン
パグ質opみであ軌一と一弼ζ午ネ堀ギーおよび微量栄肇
素の摂購ll合越値であ？餐款，1遡摂晦ら多
量摂取傾向を示す者の割合が多曾中学期に比し，高校
期では摂取不足傾向を示す者の割合が増加・しており，．
ビタミンAにおいては摂取不足者が47．2粥に及んでい
　　　　エ1た（表3＞一’。一
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図1．対象女子生徒の食品群別・栄葦素等摂取量め比較奉準に鮒する割合
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表2、対象女子生徒の中学期と高校期における目安量に対する食品群別摂取状況の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
摂取不足 摂取不足傾向 適量摂取 多紐摂取傾向 多激摂取
50i弩以下 51～74％75－一90％9玉～1ユ0弼1工1～ユ50％15工～200％一201％以上
中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 申学期 高校期
米類 13．9國 國 36ユ ユ94 1L1 5．6 1L1 0 0 0 0 o 0
小麦類 i3、9國 囮 25．O 1LI 2．8囮 13．9 16．7 13．9 5．6 11ユ 8．3 0
いも類 0 圓 2．8 16．7 2B 5．5 工9．4 5．5 團 5．5 222 5．5 33β 5．5
砂糖類 囮 圃 222 ＆3 ユ1．1 5．5 0 2．8 ＆3 83 0 臥5 2．8 2．8
菓子類 團 22．2 2．8 2．8 0 2．8 2．8 5．5 ユL1 11．1 19．4 1豆4 25．O圃
油脂類 27B國 圃 16．7 16．7 庶‘ 1L1 5．5 5．6 5．5 o 0 2β o
豆　類 o 團 13．9 U．1 13．9 5．5 13．9 11．1 19．4 ユ3，9 13β 16．7圓 2．8緑黄色
?@菜國 囮 19．4 1塾9 ま3．9 56 1工．1 0 16．7 28 与・6 o 2β o
その也
ﾌ野菜 ＆3 27．8 1乱71團 圏 h12a213．9 11．1 5．6 132 2．8 0 o
果実類 團 團 13．9 25．0 2B 2．8 5．6 5．6 167 a8 8．3 2．8 5β o
海草類 國 圖 ユ1．1 13．9 0 0 8．3 1a9 ＆3 2B o 2β 25．0 巳3
魚介類 國 團 囮 25．0 ユL1 2B 13．9 11」 19．せ 工3．9 2B 8．3 a3 a8
肉　類 國 國 圃 19．4國 83 11．1 8ε 1L122．2 139 5．6 5．6 ユL1
卵類 13．9國 1L113．9 22211．ユ 1L！ ユ94團 19．4 83 5．6 o 8．3
乳　類 2B團 2．8 a6 13P 83 5．6 a8國 16．7 22211．1 a8 13．9
表3．対象女子生徒の中学期と高校期における栄養所要量に対する栄養素等摂取状況の比較
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
摂取不足 摂取不足傾向 適量摂取 多量摂取傾向 多量摂取
5e％以下 51～74％75～90％91～110％1U～15G餌151～200男201粥以上
中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 申学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期 中学期 高校期
エネル
Mー o 56 ＆3 團 19．ユ 3a33a31ag圃 a3 a8 o o o総タン
pク G o 5．6 3α6 工3．9 222國 團 33．3 11．ユ 丘6 2．8 o o
動嬢生タ
塔pク質
?
底6 2B國 a3 11．1 36ユ 22．2國 國 5．6 56 5．6 5β
脂質 o 5．6 2B囮 19．4 22．2 19．4 25．0團 8．3 13．9 5β ε6 0カルシ
Eム 0 222 2β 囮 巳3 19．4 16．7 1Lユ國 16．7 13．9 o o 0
鉄 o 16コ a8國 22222230．6 5．6 團 2£ 5．6 2．8 0 0
ビタミン@A o 囮 ・5．6 25．0 丘6 11．1 22．2 139囮 a8 11．1 o 8β 0
ビタミン@B1o 玉6，7 2a2一團 國 3α6 25．0 5．6 194 5．6 8．3 2B o o
ビタミン
@魏 a 王9．4 13．9國 25ρ 83團 王9．4 工9」 5£ 8．3 o o o
ビタミン@C a3 鎗．4 28國 工a7團 王a7 1LI 25．0 16．7 8．3 ＆3 團 o
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2．対象女子生徒の栄養調査ならびに栄養指導に対す
　　る反応について
　対象女子生徒の栄養調査ならびに栄養指導に対する
反応を表4に示したが，高校期に至って栄養調査成績
が低位となる理由（表4－1）にっいては，学校給食
がないための39．2％を筆頭に，好き嫌い（17．6％），
節食（11．8％），食欲不振（9．8％）による等この時
期の心理的特質を反映したものと，調査が面倒で簡単
な食事にし・たため（15．8％）なども含まれており，他
の報告1）s）1D）における指摘と共通するところが多かった。
　栄養調査に協力しての感想（表4一皿）は，「自分
の食べ方の良し悪しがわかり，’足りない所を補おうと
思うた」．等をはじめとして，調査への協力の利点を認
めた者が68．9％みられた。
　r方，現在の食事のあり方の変容を望む者（表4晶
皿）が83．3’％み’られ，．その具体的な改善策（表4－IV）
忙っいては，朝食では規則的な摂食，昼食では弁当持
参，夕食では食べすぎの留意，間食では控えめにする
等が上位にあった。栄養指導を受けての感想（表4－
V）は，・対象女子生徒の67～92％が記載しており，今
回の栄養指導が食事の大切さを認識させる契機になっ
たことをうかがわせる内容が多かった。
表4．対象女子生徒の栄養調葦並び1こ栄養詣導に対する反応について’
項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目’ 比率（％）
1 　　　　　　　　　　　　　　　　　一w校給食がないため 一3｛L2
2 好き嫌いがあるたあ 17．6
3 謁査が面倒で簡単な食事にしたため 15．7
1　高校生になってからの栄
@一盤調査成績が，中学生時
@代に比べて余り良くない　一
@理由について
4 肥りたくなくて節食しているため　　　　　　　　　　　　　　　　． lL8
5 食欲がないため 9．8
6 モ　の　他 5．9
1 自分の食べ方の良し悪しがわかり，足りない所を補おうと思った・ 2a7・
2 調査をしながら食べ物の大切なことを学んだと思う
3 調査は面倒だうたが，結果のお知らせは楽しみだった
22．2　68．9
Q0』
　’氏@栄餐調査に協力しての感　　　　　，
@　想
@　　　　　　　　　樋
4 調査は面倒でもう絶対にしたくない一 22．2
5 結果のお知らせはほとんど活用しなかった・
ag｝3・1
??
は　一　い　　　　　　　　　　　　　．一 83．3
皿’現在の食事のあり方を変
@　えたいと思・うか
2 い　い　え 11．1
・3 無　記　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧ 5．6
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U．7
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　　　一?????
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Pa3
野i菜を食べる　　　　　　　　　　『”
ﾁ工食品は余り食べないようにする
ﾊ物を持ってきたい’六つの基礎食品を持ってきたい’
13．3
R3
C．3
≠R
??????????????????
夕食は
食べすぎに気をつけたい
｢つもどおりにする
艪ﾁくり楽しんで食べる
謔ｭかんで食べる．
．3a3
P3．3
P0．0
P0』
バランスを考えて食事を作る
?ﾘや海草類を増やしたい
ｲ飯を沢山食べるようにしたい
ﾎ食しないようにする
10．O
≠R
≠R
≠R
間食は、
助興めにする．’
烽､少し多くする
恤ｪをひかえめにする
ﾙ子を食べす蓄ないようにする
5α0
P3．3
P0．0
P0．O
果物を食べるようにする
酷福??ﾞようにする
Rーヒーをひかえめにする
ﾆらないようにしたい
　10．Ol　a7
@a3@a3
　高校1年生
D（調賭　6a7殉
記載例，霧螺欝紹織き礎膿r輔舗購麗　　　　がわかり，将来母親になるのに役立つと思っ。
V　栄養指導
@　を受けて
@　の感想
　高校・2年生
i記載者　6巳7％），
　　　　自分では良いと思っていても，こういう表にすると丁ンバランスな食事
L載例：をしていることがよくわかった。今日のお話は女子だけでなく男子にも
@　　　聞かせたい仁
　　高校3無生
E・ i記敏者・91．7鮒
記細羅鍵膨翻擬1噸齢轟繍灘複軌．　　　　新潟からわざわざ説明にきてくれて嬉しかった。
注：Wについては亜複回答を含む。回答数の多い項目の上位8位までを示す。
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3，栄養指導の効果判定
　栄餐指導実施後の効果判定の結果を表5に示したが，
「食事の健全さの点検」による効果判定では「料理の
組み含わせ」にっいての5，6，7の項目，「っくり
方」についての13，14の項琵，「くらしとのっながり」
についての17，19，20の項目において，X2一検定に
て対照群との問に有意差（P＜O．05）が得られ，また，
岡じくr総合診断得点」と，　「1日の食事の献立内容
の評価」の朝・昼食における「六っの基礎食品の充足
得点」において，t一検定にて対照群との間に有意差
（P＜0．｛｝5）が得られた。
表5．対象女子生徒に対する栄養指導の劫果判定結果
項　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目 指導群in＝35）対象群in＝79）検　　定
1 2食駁上，家族や友人などと一緒の楽しい食事だうた
60，0｛飼 646囲n！5r?????
2 3食とも，鍵撰紅を十分とった食亦だった 22．9 20．3 n．5．
3 刺食が軽すぎたり，タ食が重すぎたり，問食に偏ったりしなかった一一 11．4 3．8 n．呂．
4 3食とも，魚，肉，卵，大豆を主材料にした主菓料理があうた 5．7 a呂 n．呂，
5 3食とも，魚，肉，卵，大豆を主材料にした主葉料理があった 28．6 7．6 P〈o．05
? 3食とも，3種類以上の料理のある食事であった 57．1 3L6 P＜α05
????????
7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一R食とも、主食・主葉・副菜のそろった食事だった 5窪，3 8．9 PI＜0．05
8 a食とも，煮た野菜料理があった 1乳1 10．1 n暑8甲
9 3血とも，日本料理のある食事であった
154．3 44．3 n．5．
董G 言食とも，食塩や砂塘などのとりすぎにならないよう注意した 20．o ユ7．7 n暑3．
11 3食とも，既製品等に頼らず，手作り料理のある食事だった 42．9 20．3 n．5．
詑 2食以上，季節の材料を生かした食事であった 25．7 152 n．5．
?????????????????????????????????
192食以上，身近にとれる材料を生かした食癖であった 66．窃 41．8 P＜α05
?????
ユ弓 3食とも，食品添加物や農栗などに注意した食事であった 54．3 13．9 P＜軌05
15食費の使い方に無験はなかった 37」 50．6 n・5，
16賃物，調理，後片付けな呂時闘や労力に無理や無験はなかった 74．3 7〔L9 n・5・
17労働や運動や体澁と食事がうまくバランスのとれた一日であった 143 0 P＜O．05
重9 ビタミン剤や強壮剤など栄i鎚剤に頼らない一・日であった 91．4 93．7 n曇日畳
?????????
19
栄獲や鍵凍づくり，食生活の向上について知っている知識を鼠極的に生か
ｹた一日であった
8．6 o P＜α05
20
きのうのような食事を毎日くり返すこと賎地域全休または日本全体の趣
Sな食生活，食料生産のためよい方向だと思う
玉4．3 a8 P〈0．05
冠±SD 2．8÷3．9　一 41±43n．s電
バ　　　　ラ　　　　ン　　　　ス　　　　点
C屡　Ψ量 139．3 104．9
計．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍗香@　　合　　　診　　　断　　　得　　　点
玄十菖D一 61，1±1丘452．1±19．3P＜α05
σ．Vg 25．2 3α⑪
朝　　食 45±aG3．呂±2，1 n，5．
舞　査　当　日　の　3　食　別　料　理　数 昼　　食 5．6十2湿　一 4．7十2，5　一 n．5曹
タ　　食 42十1．7　一 4，4士1．3n．5層
謹一
M　葺一????????????????
?
朝　　食 4．4十L昼　一 呂．5→－L6　一 P＜o．05　　　　　　　　　　　　一@ 　　　　　　1¥ 　　　 　　　 　　　 　　一
昼　　食 45土L23潮土1．2 P＜o，05
夕　　食 4．2十Lユ　ー 4．1十L3　　 n．E，
　　　　一一一一一鼈
一
荘：垂1諏怨4tt　ti－一携定董重4｝聾；主r獲定
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食生活実態調査と栄養指導（第1報）
4．まとめの考察
　今回，試みた栄養指導の方法は，対象自身の秤量記
録による自己の栄聲調査結果に基づき，中学期と対比
して高校期の実態を十分認識させた上で，講話と実演
の指導形式も併用して，各自が自らの食事の改善策を
見出すことが出来るよう配慮したものである。指導直
後の対象女子生徒の反応は，食意識啓発を促す上で本
法の有用性を窺わせるものであった。
　ここで啓発された食意識の実践，習慣化の状況を観
察するために，指導後約50日を経て実施した効果判定
では，料理の組み合わせ，食材料の調達t食事とくら
しとのっながり，六っの基礎食品によるバランス食へ
の配霞等に反映されていることを推測させる結果が得
られた。しかしながら，習慣化の判定は現段階では困
難を伴い，今後より適切な方法の展開によりその可能
性を見出したい。
　食生活には多様な要因が関与しており，とくに，若
年層の食行動には家庭や学校などの生活環境，情報，
市場などの周辺の社会環境も相互に影響している5）6）
ので，本法の評価も相対的な見方をしなければならな
いが，動機づけを目的とする場合に限るならば，本指
導対象にとって本法の試みは良策であったといえよう。
　思春期以降に意識的に食事摂取を制禦しようとする
行動は，この時期のみの栄養素摂取の偏りにとどまら
ず，次のライフステージの健康へ影響して行くであろ
うことが推測されている11）ので，指導対象の琴線にふ
れる指導方法の工夫と，さらにその習慣化に連繋する
継続指導への努力が一層重要となろう。
　　　　　　　　　要　　　約
　新潟県内一農漁村における，成長期女子生徒36名の
栄養調査成績は，中学期においては良好であったが，
高校期に至ると低位となるため，その原因を探索し，
栄養調査結果の懇切な還付による栄養指導を試みた。
　1）高校期の栄養調査成績が中学期に比し低位とな
　　る理由にっいては，学校給食がないため（39．2％），
　　好き嫌いのため（17．6％），調査が面倒で簡単な食
　　事にしたため（15．8％），節食のため（11．8％），食
　　欲がないため（9．8％）等の解答が得られたe
　2）栄養調査結果の懇切な還付による栄養指導を通
　　して，調査への協力の利点を認めた者が68．9　％，
　　現在の食事の変容を望む者が83．3彫みられ，各自
　　が具体的に改善策を記述した。
　3）栄養指導実施後の効集判定では，足立による
　　「食事の健全さの点検」の20項目中8項目と総合
　　診断得点，「六つの基礎食品の朝・昼食における
　　充足得点」において，対照群との間に有意差が認
　　められた。
　以上の成績より，高校期女子生徒に対する栄養指導
の一試案として，対象者自身が自己の食事を調査し，
その実態を当人に十分認識させた上で，食意識改善へ
と導くことは良策であろうと思われるe
　本論文の要旨は第38回日本栄養。食糧学会（於京都
市）において発表した。
　稿を終えるにあたり，本研究の機会をお与え下さい
ました新潟大学医学部公衆衛生学教室前教授須永寛先
生，調査研究にご協力いただきました佐渡郡赤泊村役
場，とくに保健婦中川i寿枝氏，県立羽茂高等学校教諭
本間文子氏および同校赤泊分校教諭山崎範子氏，さら
に調査対象の皆様に深謝申し上げます。
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